
2025.4 

１． 教育計画 老年看護学 

 

２．授業計画 

回 時間 主題 授業内容 形態 担当者 

１ 

 

２ 

 

高齢者の身体的・精

神的・社会的変化 

・ 高齢者の一般的な身体的・精神的・社会

的変化の振りかえり 

・ 加齢に伴う呼吸、循環の変化 

講義 深井 

２ ２ 高齢者のコミュニケ

ーション 

・ 高齢者のコミュニケーション能力の変

化（視覚・聴覚の変化）と生活への影響 

講義 深井 

３ ２ 高齢者の活動 ・ 加齢による活動に関する変化と生活へ

の影響 

・ 日常生活動作の評価指標 

・ 高齢者の活動と休息のアセスメント 

・ 高齢者の転倒・転落 

・ 高齢者の移動に対する援助方法（麻痺） 

講義 深井 

分野 専門分野 老年看護学 科目名 
老いるとどうなるここ

ろとからだⅠ 

単位・時間 1単位・30時間 対象学年 １年生 

方法 講義  時期 後期 

講師名 

（担当授業時間数） 

法人講師 深井 千夏 （14時間） 

法人講師 大河原 靖子（14時間） 

学習目標 高齢者の加齢・障害に応じたヘルスアセスメントおよび日常生活の援助に

ついて学ぶ。 

・高齢者擬似体験の学びをもとに高齢者の一般的な身体的・精神的・社会

的変化とその看護について理解する。 

・高齢者の診断・入院・治療（薬物療法、手術療法）・退院の過程におけ

る看護について理解する。 

・老年期の事故と看護について理解する。 

成績評価方法 筆記試験  

使用テキスト 系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護学 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護 病態・疾患論 医学書院 

参考文献 生活機能からみた老年看護過程 病態・生活機能関連図 医学書院 

履修上の留意 研修：高齢者擬似体験 

講師からの 

メッセージ 

加齢に伴う変化を理解し、高齢者の疾患の特徴を学んでいきましょう。疾

患を抱えた高齢者が、入院や治療を経て、どのような生活を送っていくの

か、医療職者として私たちはどのように支援していけば良いのか考えてい

きましょう。 



2025.4 

回 時間 主題 授業内容 形態 担当者 

４ ２ 高齢者の食生活 ・ 高齢者にとっての食事の意義 

・ 加齢による摂取に関する諸機能の変化 

・ 高齢者の嚥下の特徴と援助方法 

・ 高齢者の脱水 

講義 深井 

５ ２ 高齢者の排泄 ・ 高齢者にとっての排泄行動の意義 

・ 加齢による排泄に関する諸機能の変化 

・ 高齢者の排泄障害に対するアセスメン

ト 

・ 高齢者の排泄障害に対する援助方法 

講義 深井 

６ ２ 高齢者の清潔保持 ・ 高齢者にとっての清潔の意義 

・ 加齢に伴う皮膚の変化 

・ 高齢者の清潔への援助方法 

講義 深井 

７ ２ 高齢者の休息 

 

・ 高齢者の睡眠の特徴 

・ 高齢者の休息に対する援助方法 

講義 深井 

高齢者のうつ ・ 高齢者のうつ症状 

・ 高齢者のうつ症状のアセスメント 

・ 薬物療法と注意点 

８ ２ 高齢者と健康障害 ・高齢者の疾患の特徴 

・老年期にある人の検査値 

（基準値と異常値） 

講義 大河原 

９ ２ 高齢者の入院と看護 ・入院の目的・形態  

・入院時アセスメント 

講義 大河原 

10 ２ 高齢者の検査と看護 ・外来での検査と看護 

・高齢者への検査説明 

講義 大河原 

11 ２ 手術療法を受ける高

齢者と家族への看護 

・高齢者の手術の特徴 

・術前・術中・術後の看護 

・術後せん妄 

・家族への影響 

講義 大河原 

12 ２ 薬物療法を受ける高

齢者への看護 

 

・加齢に伴う身体変化と薬物動態 

・高齢者への服薬管理、指導 

講義 大河原 

13 ２ 退院時の看護と継続

看護 

・退院に向けた意思決定への支援 

・退院に向けたチームアプローチ 

・退院指導 

講義 大河原 

14 ２ 高齢者の事故 ・転倒のアセスメントと看護ケア 

・窒息（誤嚥）のアセスメントと看護ケア 

講義 大河原 

15 ２ 評価 筆記試験   

 


